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図 1 『テオドロス詩篇』 f.1r 図 2 『テオドロス詩篇』 f.100r 
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図 4 『バルベリーニ詩篇』 f.249r   












出エジプト記 15:1-10 が書かれていたことは間違いない。第 10 節の半ばまで書いて頁が埋まっ
たため、章句の途中で f.193rに続いている28。また、Aの装飾イニシャルとヘッドピースの一部
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 傍証をもう一点挙げる。キリスト三態が描かれた挿絵を持つ写本に Jerusalem, Patriarchal 
Library, Taphou 1441がある。この写本も 11世紀後半にストゥディオス修道院工房で制作された
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図 1、2、3 Theodore Psalter. 
図 4 Exhib.cat., Biblioteca Apostolica Vaticana. Liturgie und Andacht im Mitteralter, Erzbishöflishes 
Diözesanmuseum Köln,  Stuttgart, 1993. 
図 5 ヴァティカン図書館より提供。 
図 6 H. Omont, Évangiles avec peintures byzantines du XIe siècle, 2vols., Paris, n.d.. 
